
事業の全体像

事業名 シニア向けアプリケーション付きタブレット「ケアびー」による”在宅ケアの充実・効率化”

実施主体 Hubbit株式会社

協力団体
春日井市、国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学、医療法人豊田会
株式会社名古屋銀行、株式会社八神製作所

一人ひとりの身体機能・認知機能に合わせて、個別にカスタマイズされた認知症患者でも使えるコミュニケーションツール
「ケアびー」を通じて、利用者と家族や医療・介護関係者を繋げることで、ケアの充実と医療・介護の負担軽減を実現
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2024年度の実証内容

事業名 シニア向けアプリケーション付きタブレット「ケアびー」による”在宅ケアの充実・効率化”

実施主体 Hubbit株式会社

協力団体
春日井市、国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学、医療法人豊田会
株式会社名古屋銀行、株式会社八神製作所

在宅ケアの充実・効率化を実現するため、以下について検証を行う
①ケアびー導入による高齢者のケアの充実
②医療・介護職の業務効率化
③PHRデータの取得及び連携
④医療・介護の専門職の勧めによる導入促進
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モニタリングのオンライン化
リハビリ、記憶支援 連絡手段、趣味・余暇、

お買い物支援、移動手段の支援
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①ケアの充実が図れるか

②業務効率化が図れるか

④専門職の勧めで導入促進できるか
③PHRデータの取得・連携できるか

在宅の高齢者


	スライド 0
	スライド 1

